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2021年4⽉、プロジェクトスタッフはプロジェクトサイトにジャガイモを植え、

近隣に住む⼥性農⺠の何⼈かにジャガイモの植え⽅と世話をする⽅法を訓練し

ました。

3か⽉半後、ようやくジャガイモが収穫され、⾮常に良い結果が得られました。
右の写真は、ジャガイモを⼀列収穫した後のハンチムナ組合のペギー・ペンジ

です。

ペギーは、ジャガイモの植え付けのトレーニングを受けた5⼈の⼥性メンバーの

1⼈であり、過去3か⽉間作物の世話をする上で⼤きな役割を果たしてきまし

た。 プロジェクトマネージャーのビューティー・チョマが、なぜジャガイモの

栽培⽅法を学びたいのか、なぜそんなに興味があるのかと尋ねました。 彼⼥

は、新しいことに挑戦したいと思っており、村の他の⼈々が栽培していない何

かに挑戦したいと⾔っていました。

ペギーは笑顔で⾔います。「⽥舎の⼈たちはジャガイモを⻝べる習慣がなく、

また栽培するのが難しいと思っている⼈が多いです。都会の⼈たちだけがジャ

ガイモを⻝べるので作っても買い⼿もないだろうと、多くの⼈はジャガイモ栽

培に関⼼を持っていません。5⽉にヒマワリを収穫して料理⽤ヒマワリ油会社に

販売しますが、家族⽤の油を作るためにいくらか保管しています。私の夫はポ

テトチップが好きで、庭でジャガイモを育てれば、 夫や⼦供たちのために、チ

ップを作ってあげることができます。将来的には、地元のコミュニティや⼤き

な町の⼈々にも販売できる⼤きなジャガイモ農家になれるかもしれません。」



2021年6⽉、ムババラ協同組合のメンバーは、毎年恒例の組合指導者選挙を開催するため

に集まりました。 選挙は、COVIDの状況が続いているため、今年は3⽉ではなく6⽉に⾏

われました。

選挙の最初のラウンドは、ムババラ地域内の8つの地区でそれぞれの組合理事会が開催さ

れます。この理事会には全会員が召集をかけられ、それぞれの次期組合リーダーの候補者

を選出します。8つの協同組合すべての候補者が揃ったところで、 候補者リストは退任す

る理事会メンバーと共有され、最後の統合組合理事会が開催されます。

会議の終わりに、それぞれの協同組合は組合議⻑、書記、会計、および広報担当官を選出

しました。 その後、32⼈の新しい理事会メンバーが集まり、8つの協同組合すべてを統治

する4⼈の新しい統合組合理事会メンバーを選出しました。

新しいムババラ⼥性農⺠組合（MBAWOFA）統合組合議⻑のグラディス・ムカンドを紹

介しましょう。 グラディスは2005年にMBAWOFAに参加し、4ヘクタールの⾃然農法ト

ウモロコシと5ヘクタールの落花⽣（ピーナッツ）を栽培するアクティブメンバーです。

彼⼥には7⼈の⼦供と4⼈の扶養家族がいて、⼤家族の世話をしているひとり親です。

グラディスは、⾃然農法によって彼⼥の⽣活は改善され、クラブの⼀員であることでマッ

トを作るなどの新しいスキルも習得し、余剰の収⼊を得て、⼤いに助かったと⾔います。

グラディスと新しいリーダたちと⼀緒に、ザンビア⾃然農法開発計画（NADPZ）と

Shumeiがプロジェクトを成⻑させ、⾃然農法を提唱し続けることを楽しみにしていま

す。

新しい統合組合リ ダー
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スレッタ・ハチクワクワと彼⼥の夫ジェイコブを紹介しましょう。彼ら

は、2005年に協同組合に参加して以来、ハンチムナ地区のデモンストレ

ーション農家です。スレッタとジェイコブは、⾃然農法プロジェクトの最
も活発で献⾝的なメンバーの⼀⼈です。

彼らには8⼈の⼦供がいて、4ヘクタールの⾃然農法のトウモロコシと落花

⽣を栽培する⼩規模農家です。 ジェイコブが農場での職を失った後、家

族を養うのに苦労し、政府が提供する肥料⽀援制度を利⽤するのには⾼額

な会費が必要とされ、⼗分な資⾦を⾒つけることができず、彼らはプロジ

ェクトに参加しました。

家族を助けるために、スレッタはハンチムナ協同組合に加わり、彼⼥のお

となしい性格にもかかわらず、すぐに彼⼥の仲間によってデモンストレー

ション農⺠として選ばれました。 数年後、ジェイコブも会員になり、妻

を⽀援することを決意し、当時はまだ携帯電話は普及しておらず、周辺の

村の会員に情報を提供する⼈がいなかったため、ハンチムナ協同組合の広

報担当官として志願しました。

今⽇でも夫婦は新会員に⾃然農法を指導し, 協同組合のイベントを企画し

たりなど、組合のメンバーが⾃然農法を継続して実践できるようにする上

で⾮常に積極的な役割を果たしています。

マグンザ地区のデモンストレーショ

ン農⺠紹介

ー



カロモ地区の新⼥性クラブへ

マルチ技術の指導
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ザンビア⾃然農法開発計画（NADPZ）は、16年経った今でも、⾃然農法につい

て学びたいと周辺の村やコミュニティの⼥性農⺠からたくさんのリクエストを受

け取っています。

年に2回、他地区からのグループがムババラ・プロジェクトサイトにて⾃然農法

を学ぶ機会を提供しています。⼥性たちは、プロジェクトの紹介と⾃然農法を含

む2⽇間のトレーニングセッションを⾏います。 １⽇⽬は協同組合の組織構造に

ついて学び、協同組合のリーダーの何⼈かに会う機会があります。 2⽇⽬は、プ

ロジェクトの野菜園で、実践的な⾃然農法とマルチングのトレーニングが提供さ

れます。 このトレーニングは、デモンストレーション農家によって⾏われま

す。

今⽉は8⼈の⼥性がカロモ地域から⾃然農法の研修を受けるためにやって来まし

た。 彼⼥らはプロジェクトサイトで2泊し、⻝事と宿泊施設も提供されました。

8⼈の⼥性は、25⼈のメンバーからなる⼩さなカロモクラブを代表しています。

私たちは引き続き彼⼥らと連絡を取り、彼⼥らの⾃然農法の旅を⽀援することを

楽しみにしています。

5⽉、教師とPTAの⽀援を受けた⽣徒たちは、学校給⻝プログラムのための⾃然農法菜

園を始めました。 ⽣徒、教師、PTAは、菜園の⽔やりと管理を担当しました。 学校が

休みの⽇は、教師とPTAが中⼼に菜園の世話をし、⽣徒たちは⼩グループに分かれて、

毎⽇、さまざまな時間帯に菜園を訪れてお⼿伝いしています。

今年はトマトが上⼿くいかなかった⼀⽅で、キャベツは最も成功した野菜です。 9⽉に

⼦供たちが学校に戻ってきたときに、学校給⻝⽤に⽴派に育ったキャベツを⾒せてあげ

られることを楽しみにしています。

ペンバ地区の学校農園


